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1) 乳児期に見られた corticalHyperostosisの 
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石井誠一，。原章子
肝硬変症を伴う 11カ月の女児，及び肺結核症を伴
う8カ月の女児の大腿骨，腔骨，俳骨，上醇骨，尺
骨，横骨等，四肢長管骨の骨幹部 l乙限局した著明な
皮質肥厚を呈する 2例はっき報告した。
骨端部の変化はなく，叉，梅毒性骨膜炎，イ句偉病， 
Barlow氏病，ビタミン A過剰症， Engelman氏
病等による骨膜性肥厚は，症状，検査成績等より否
定された。我々の症例は，年令，症状，好発部位，
骨のレ線像等より， Ca百eyの Infantilecortical 
hyperostosis K類似する如く思われるが，各々，更
比重篤な肝障害，肺疾患を伴っており，著明な鼓梓
状指祉を呈し，何等かの基礎疾患との関係が想像さ 
れる。 ζの点，諸種の疾患，心，肝殊に肺疾患に続
発し骨の皮質肥質を来す Osteoarthropathiahy-
pertrophiante pneumonique r最も類似するものc.
と思う。 
2) Wilms 腫蕩の 2例
布川武男  
4年 2カ月の女児。約 10日前より腰周辺部時
痛を訴え，某医より右側腹部腫癌を指摘され入院。
入院 6日目より血尿をきたし，その後も血尿持続。
腎孟撮影，大動脈撮影より右腎下極に発生せる腫蕩 
なる ζとが認められ，右腎易IJ除術施行した。腎腫腸
は 1kg，小児頭大。病理組織学的に腺肉腫の像を示 
した Wilms腫療であった。術後再発，転移の為 6
カ月後死亡。
1年 7カ月の男児。約 1カ月前より腹部腫癌に気
附き，左側腹部腫腐を主訴として入院。尿所見は正
常であったが，腎孟撮影にて異常所見あり，左腎別
除術施行した。腎腫蕩は小児頭大で，病理組織学的
にやはり腺肉腫の像を示した W i1ms腫虜であった。
術後5ヵ月比至る現在も健在。
3) 	 白血病の臨床例
。守岡 稔(千葉市)，関谷晴子 
6MP及びプレドニンを使用した急性白血病例に
ついて報告した。 
.10才 9月の女児で主訴は貧血。輸血及び抗生剤で 
3週間経過を見 Tこが，弛張熱，鼻出血，牌腫等が漸
増したので， 6MPを毎日体重 kg当り 2.5mg使用
し， 1週後より平熱となり牌腫も縮少し始め鼻出血 
もなくなり 17日間総量 1275mgで 3週間の緩解が
見られ，末柏血液像で成熟型が 78%見られるまで
快復し，牌腫も季肋縁 K僅かにふれるのみとなった。
然し再発K際しては 18日間 1350mg使用したが気  
分爽快になったのみで白血球数は 1400r減少した。c.
その後プレドニン〈最初 1日量を 20mgとし， 10 
mg，5mgと漸減して持続量とした〉を併用して一時
末梢血液像で 50%に成熟型を見るまでになったが
弛張熱が再び出現し心衰弱で死亡した。最初の 6 
MP使用時より死亡まで 6カ月であった。
4) 核貰痘の 2剖検例
望月仮，石井博，
。渡辺福  
成熟児核黄症の 2例を報告する。症例 1は生後 11
日の男児， 8日目より幅吐，食欲不振，発熱 (380C)，
強直性痘撃あり，血清総「ピ J値は 5.4mg!dlであっ
7こ。症例 2は生後 9日の男児，分焼後願出血を指摘
されて 3日目まで計 130mgのV.K.を投与された。
2日目より黄痘が現われ，次第に増強し， 6日目入
院時には噌眠状且つ落陽現象著明，血清総「ビj値
は 21.5mg!dlであった。両症例共に Rh，ABO，其 
の他の血型不適合なく，共に母親の間接クームス試
験陰性であった。剖検所見ではいずれも脳底部核に
胆汁色素の沈着が高度であった。第 1例はその原因
は不明であるが，血清「ピj値が低い珍らしい 1例
であり，第 2例は大量の V.K.による核黄胆の例で
あると考えられる。
